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本資料は薄層磁性層を持つ塗布型磁気テープである。1990年代、コンピュータ
の普及に伴い記録メディアの高密度化が急務となった。高密度デジタル記録に
は磁性層膜厚のサブミクロン化が必須であり、蒸着型の磁気テープでのみ達成
出来たが量産性や信頼性に課題があった。一方、当時の塗布型テープの磁性層
は３ミクロン程度であった。富士フイルムは、機能性非磁性層の上に磁性薄層
を設ける新たな層構成とその塗布技術を開発し、従来の約1/10である0.3ミク
ロンの磁性層を実現した。さらに潤滑剤の添加や支持体凹凸の平滑化などによ
り信頼性も向上させた。これにより安価に市場へ提供でき、コンピュータ時代
に磁気テープが大きな役割を果たせるようになった。この技術はその後、他
テープメーカも追従するデファクト技術となり、現在でも踏襲されている。本
資料はこの技術を搭載した初期のテープとして重要である。
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コンピュータ用塗布型磁気テープ　富士フイルムDLT tape Ⅳ
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